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11 －６　イラン南東部の地震 
Southeastern Iran Earthquake in 2010

国土地理院
Geospatial Information Authority of Japan

［イラン南東部の地震］
第 1 ～ 4 図は，2010 年 12 月 20 日にイラン南東部で発生した地震（M6.5）に関する，「だいち」

PALSAR データの干渉解析結果である．干渉解析およびピクセルオフセット解析から，東西方向
に最大約 25cm，南北方向に最大約 40cm，上下方向に最大約 15cm の地表変位が観測された．地
殻変動の分布から断層の走向は北東―南西方向であることが示唆される．干渉画像を元に推定した
矩形断層一様すべりの震源断層モデルによると，垂直断層のほぼ純粋な右横ずれで，観測された地
表変位は説明が可能である．

SA
R

Pa
th

 5
59

Fr
am

e5
50

-5
60

 [
]

= 
+1

79
m

 
20

10
/0

9/
30

 (F
BD

) /
 

20
10

/1
2/

31
 (F

BS
) 

Pa
th

 2
08

Fr
am

e3
05

0 
[

]
= 

+1
08

0m
  

20
10

/0
7/

13
 (W

B1
) /

 
20

11
/0

1/
13

 (W
B1

)
Sw

at
h2



－ 599 －

SAR
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第１図　2010 年 12 月 20 日イラン南東部の地震に関する合成開口レーダー解析結果
Fig. 1  Synthetic Aperture Radar (SAR) analysis result of the southeastern Iran 

Earthquake in 2011.
第 2 図　SAR 干渉解析結果
Fig.2  Interferometric Synthetic Aperture Radar (InSAR) analysis result.



－ 600 －

第３図　2.5 次元変位場およびピクセルオフセット解析結果
Fig. 3  2.5D displacement field and pixel offset analysis result.

第４図　2010 年 12 月 20 日イラン南東部の地震の震源断層モデル
Fig.4  Fault model of the southeastern Iran Earthquake in 2011.
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